言語の壁を越える「働き方」の一つの指針：
[bookmark: _Hlk515390236]Contextual Sensitivityを「見える化」する適正テスト

みなさんの外国語運用能力の双方向性を確認する「適正テスト」を実施します。
学習外国語から母語へ、母語から学習外国語への翻訳・通訳する「双方向運用能力」をバランスよく身に付けることは重要と考えます。Contextual Sensitivityは「文脈を汲み取る感受性」のことです。
この度はISOコミュニティー通訳認証の一環として実施します。その通訳認証については別途説明があります。他言語・日本語についてバランスの測定テストとして「適正テスト」を下記により実施します。以上の趣旨を自覚する意味でこの機会を活用して受検をご案内します。 みなさんのご参加をお待ちします。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

■受検問題の内容　　[SDGｓに関わるもの＋観光]
※SDGsとは
SDGsとは「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目・標）」の略称です。SDGsは2015年9月の国連サミットで採択されたもので、国連加盟193か国が2016年～2030年の15年間で達成するために掲げた目標です。

[bookmark: _Hlk515306964]■受検問題
●監修
　　　　　印南敬介　ナレッジキャピタル「総合プロデューサー首席補佐」
大阪大学「医療通訳養成コース」講師
　　　　　藤野美香　メディカ出版　保育社　チーフディレクター
　　　　　　　大阪大学「医療通訳養成コース」教科書主幹編集

　　●作成　印南敬介・林田雅至・相場美紀子(大阪大学全学共通機構中国語講師)
制作責任：林田雅至　大阪大学COデザインセンター「社会イノベーション部門」教授


■会場　　Zoom(大阪大学)

[bookmark: _GoBack]■日時　　令和3年3月27日(土) ポルトガル語：10：00～11：30；英語：13：00～14：30；中国語：15：00～16：30（各90分）　

■受検料金　　無料

■成績は各自個別に連絡します。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

主催：公益財団法人大阪公衆衛生協会（http://www.osaka-pha.or.jp/）












Contextual Sensitivityを「見 (み)える化 (か)」する適正 (てきせい)テスト (てすと)
日時 (にちじ)：2021年 (ねん)3月 (がつ)27日 (にち) (土)，時間帯：各言語で異なる　(Zoom参加 (さんか)より入場可 (にゅうじょうか))
会場 (かいじょう)：Zoom (大阪 (おおさか)大学 (だいがく))

受検 (じゅけん)申込書 (もうしこみしょ)

以下 (いか)のとおり申 (もう)し込 (こ)みます(カッコ内 (かっこない)記入 (きにゅう)ルビ (るび)不要 (ふよう))。
	氏 (し)　名 (めい)
	

	所 (しょ)　属 (ぞく)
	

	住 (じゅう)　所 (しょ)
	

	メール (めーる)
	



※連絡 (れんらく)が必要 (ひつよう)な場合 (ばあい)のためにメールアドレス (めーるあどれす)を記載 (きさい)してください。
※申込 (もうしこみ)〆 (しめ)切 (きり)：2021 (にせんにじゅういち) 年 (ねん)3 (さん)月 (がつ)24 (にじゅうよ)日 (にち) (水 (すい))
※ (こめじるし)問 (と)い合 (あ)わせは下記 (かき)メールアドレス (めーるあどれす)に送信 (そうしん)ください。ido@osaka-pha.or.jp

3 (さん)月 (がつ)24 (にじゅうよ)日 (にち) (水 (すい))翌日 (よくじつ)以降 (いこう)の御連絡 (ごれんらく)は「大阪 (おおさか)公衆 (こうしゅう)衛生 (えいせい)協会 (きょうかい)」まで御願 (おねが)いします。
なお提供 (ていきょう)いただく個人 (こじん)情報 (じょうほう)は厳重 (げんじゅう)に管理 (かんり)し，他者 (たしゃ)に漏 (ろう)えいすることは決 (けっ)してありませんので，ご安心 (あんしん)下 (くだ)さい。冒頭 (ぼうとう)に受検 (じゅけん)科目名 (かもくめい)を記入 (きにゅう)ください(複数 (ふくすう)受検可 (じゅけんか))：ポルトガル語 (ぽるとがるご)，英語 (えいご)，中国語 (ちゅうごくご)
備考 (びこう)：
1． 日本語 (にほんご)検定 (けんてい)試験 (しけん)合格 (ごうかく)レベル (れべる)：N1 (えぬわん),N2 (えぬつー)などを下記 (かき)に記入 (きにゅう)．
2． 中南米 (ちゅうなんべい)あるいは欧州 (おうしゅう)外国語 (がいこくご)検定 (けんてい)試験 (しけん)(CEFR (せふあーる))合格 (ごうかく)レベル (れべる)：C1 (しーわん)，B2 (びーつー)などを下記 (かき)に記入 (きにゅう)．
3． 他 (ほか)の言語 (げんご)について留学 (りゅうがく)経験 (けいけん)(留学 (りゅうがく)期間 (きかん)：例 (たと)えば，1999 (せんきゅうひゃくきゅうじゅうきゅう)年 (ねん)から2000 (にせん)年 (ねん)英語圏 (えいごけん)など)も含 (ふく)み，ドイツ語 (どいつご)学習 (がくしゅう)10 (じゅう)年 (ねん)(5 (ご)歳 (さい)から14 (じゅうよん)歳 (さい))，ドイツ (どいつ)留学 (りゅうがく)(16 (じゅうろく)歳 (さい)から17 (じゅうしち)歳 (さい))などを記入 (きにゅう)のこと．
記入例 (きにゅうれい)(ルビ (るび)不要 (ふよう))：
1． N１（2016年）
2． ポルトガル語B2(2011年) 
3． 英語学習6年（2009～2014年：海外でインターナショナルスクール小中卒），スペイン語学習1年（2018年：ワーキングホリデー：勤労学生）

	《連 (れん)絡 (らく)先 (さき)》
公 (こう)益 (えき)財 (ざい)団 (だん)法 (ほう)人 (じん) 大 (おお)阪 (さか)公 (こう)衆 (しゅう)衛 (えい)生 (せい)協 (きょう)会 (かい)
事 (じ)務 (む)局 (きょく)　井 (い)戸 (ど)武 (たけ)實 (ひろ)
〒 (ゆうびんばんごう)5 (ご)4 (よん)0 (ぜろ)-0 (ぜろ)0 (ぜろ)1 (いち)2 (に)　大 (おお)阪 (さか)市 (し)中 (ちゅう)央 (おう)区 (く)谷 (たに)町 (まち)1 (いっ)丁 (ちょう)目 (め)3 (さん)番 (ばん)1 (いち)号 (ごう)　双馬 (そううま)ビル (びる)4 (よん)階 (かい)404 (よんぜろよん)号 (ごう)
電話 (でんわ)  06 (ぜろろく)- (ー)6948 (ろくきゅうよんはち)- (ー)5917 (ごきゅういちなな)
FAX (ふぁっくす) 　06 (ぜろ)- (ー)6948 (ろくきゅうよんはち)- (ー)5927 (ごきゅうにいなな)
e-mail:ido@osaka-pha.or.jp


記入 (きにゅう)スペース (すぺーす)：









受検者 (じゅけんしゃ)のための「適正 (てきせい)テスト (てすと)」実施 (じっし)手順 (てじゅん)説明 (せつめい)(20210327)：
各問題 (かくもんだい)ヒアリング (ひありんぐ)・解答 (かいとう)作業 (さぎょう)に10 (じゅっ)分 (ぷん)から20 (にじゅっ)分 (ぷん)をかけ，概 (おおむ)ね90 (きゅうじゅっ)分 (ぷん)程 (ほど)に収 (おさ)まるように実施 (じっし)する：
1． 問題 (もんだい)は4 (よん)題 (だい)あって，基本的 (きほんてき)に下記 (かき)要領 (ようりょう)で実施 (じっし)する．
a) 外国語 (がいこくご)文 (ぶん)，あるいは日本語 (にほんご)文 (ぶん)を3 (さん)回 (かい)音読 (おんどく)(通常 (つうじょう)，区切 (くぎ)ってゆっくり，通常 (つうじょう))，受検者 (じゅけんしゃ)は下書 (したが)き用紙 (ようし)でもPC上でも，ヒアリング言語でも母語でもよいので，ノ (の)― (ー)ト (と)・テイキング (ていきんぐ)を行 (おこ)なう.
b) 各受検者 (かくじゅけんしゃ)は，自身 (じしん)のノ (の)― (ー)ト (と)・テイキング (ていきんぐ)(自身 (じしん)の問題 (もんだい)文 (ぶん))に基 (もと)づいて，画面 (がめん)提示 (ていじ)された「問題 (もんだい)用紙 (ようし)セクション (せくしょん)Ⅰ」によって，Google (ぐうぐる) Form (ふぉーむ)形式 (けいしき)の解答 (かいとう)用紙 (ようし)・セクション (せくしょん)Ⅰに記入 (きにゅう)する．現場 (げんば)で通訳 (つうやく)を行 (おこ)なう要領 (ようりょう)で，自身 (じしん)の書 (か)き取 (と)ったノ (の)― (ー)ト (と)(メモ (めも)書 (が)き)に沿 (そ)って解答 (かいとう)しなさい．聞 (き)き取 (と)った内容 (ないよう)の「確認 (かくにん)」作業 (さぎょう)になり，正解 (せいかい)だけを求 (もと)める独立 (どくりつ)した問題 (もんだい)ではありません．
c) 次 (つぎ)に「問題 (もんだい)用紙 (ようし)セクション (せくしょん)Ⅱ」を画面 (がめん)提示 (ていじ)し，自身 (じしん)のノ (の)― (ー)ト (と)・テイキング (ていきんぐ)に基 (もと)づいて，Google (ぐうぐる) Form (ふぉーむ)形式 (けいしき)の解答 (かいとう)用紙 (ようし)・セクション (せくしょん)Ⅱに記入 (きにゅう)する．b)同様 (どうよう)，現場 (げんば)で通訳 (つうやく)を行 (おこ)なう要領 (ようりょう)で，自身 (じしん)の書 (か)き取 (と)ったノ (の)― (ー)ト (と)(メモ (めも)書 (が)き)に沿 (そ)って解答 (かいとう)しなさい．通訳 (つうやく)内容 (ないよう)の「文脈上 (ぶんみゃくじょう)の妥当性 (だとうせい)」を問 (と)うもので，正解 (せいかい)だけを求 (もと)める独立 (どくりつ)した問題 (もんだい)ではありません．
2． この作業 (さぎょう)が4 (よん)回 (かい)繰 (く)り返 (かえ)される．
3． なお各問題 (かくもんだい)セクション (せくしょん)ごとにGoogle (ぐうぐる) Form (ふぉーむ)形式 (けいしき)の解答 (かいとう)用紙 (ようし)を提 (てい)出 (しゅつ)すると書 (か)き直 (なお)しはその都度 (つど)不可 (ふか)となります．要注意 (ようちゅうい)下 (くだ)さい．
また「模範 (もはん)解答 (かいとう)」は配布 (はいふ)しない．
